
・トランスファークレーン７基（タイヤ式橋型）（定格荷重40.6t）
・コンテナフォークリフト8台
・トラクターヘッド31台　　　　　
・ヤードシャーシ45台

清水港港湾計画図 清水港港湾計画
１ 沿革と現状

３ 計画の概要

２ 清水港の役割と計画の基本方針
■清水港が担う役割

利用者が使いやすさを実感できるみなと

憧れ、何度も訪れ、滞在したくなる美しいみなとまち

訪れ、働き、暮らす人々が安全・安心を感じられるみなとまち

■港湾計画の基本方針
計画の目標年次：2030年代前半

　清水港は、本州のほぼ中央、駿河湾の西岸に位置し、世界文化遺産であ
る富士山を背景に、天然の防波堤である三保半島に抱かれた風光明媚な天
然の良港として古来より栄えてきた。
　明治11年の清水波止場の築造が近代清水港の発端となり、同32年に開
港場に、昭和27年には、国際貿易港として「特定重要港湾」に指定され、県
内外の輸送機械や精密機械など、あらゆる様態の貨物を取扱う総合港湾と
して発展を遂げてきた。
　近年では、平成23年の港湾法の改正により「国際拠点港湾」に、平成29
年には、国際クルーズ拠点の形成を図る「国際旅客船拠点形成港湾」に指
定され、令和元年には、開港120周年を迎えたところである。
　今日の清水港は、背後圏に自動車、自動二輪車、楽器、一般機械などの
輸出関連企業のほか、日本の製紙産業を担う製紙工場が集積し、諸外国と
結ぶコンテナ船やパルプ船、ＬＮＧ船などが多数利用する国際貿易港であ

るとともに、多様な内貿貨物を取扱う国内輸送拠点港となっており、本県に
おける重要な物流拠点としての役割を担っている。
　今後は、物流・産業の観点では、高規格幹線道路の充実等により貨物量
の更なる増大が見込まれる一方、少子高齢化等による労働者不足が見込ま
れることから、船舶の大型化への対応や分散・混在する貨物の集約に加え、
革新技術導入による省力化など、将来を見据えた物流環境を整えることが
必要となる。また、山梨県、長野県といった内陸県と連携した農水産物輸
出拠点に向けた取組も必要となる。
　交流・生活・環境の観点では、新興津・興津、江尻、日の出、折戸、三保
の各地区で、それぞれの地域特性を生かし、交流・賑わいの創出、緑の創
生、人々が海辺を散策しながら集い絶景を鑑賞できる水辺空間の創出など、
“みなとまち”を地域ぐるみで共創していくことが必要となる。
　防災・危機管理等の観点では、大規模地震発生時の緊急物資及び孤立
住民の受け入れや物流機能の維持、大型化する台風・高潮等による被害防
止・軽減に向け、施設の耐震性強化や海岸保全施設の整備が必要となる。

●県内産業を支えるコンテナ輸送網の拠点
●国内輸送を支えるRORO船等の複合一貫輸送の拠点
●製紙産業を支えるパルプ材の輸入拠点
●農水産物輸出の拠点
●化学薬品、石油類、鉄スクラップ等循環型資源、LNG等の輸出入拠点
●海洋研究・開発の拠点

○次世代高規格コンテナターミナルを形成
○次世代高規格ROROターミナルを形成
○バルク貨物取扱機能を強化
○海洋研究・開発拠点形成

○各地区で交流・賑わい拠点を創出
○各拠点間のアクセス向上により地域内循環を強化

○適切な位置に耐震強化岸壁を配置

●大規模災害時における幹線貨物輸送機能と緊急物資輸送機能
⇒円滑な生活物資の緊急輸送
⇒速やかな港湾物流の機能の回復
⇒伊豆半島などからの被災者の受入れ拠点

●富士山と調和した美しい港湾景観の形成
●クルーズ船の受入れ拠点
●“みなとまち”の形成と交流・賑わいの拠点

塚間地区

フェリーターミナル移転

〇次世代高規格コンテナターミナルの形成
〇次世代高規格ROROターミナルの形成
〇バルク貨物取扱機能の強化
〇耐震強化岸壁の適正な配置

富士見地区

〇交流・賑わい拠点の創出
〇海洋研究拠点の形成

〇バルク貨物取扱機能の強化

袖師地区

JR興津駅

JR清水駅

水面を活用した
リゾート拠点

大水
深多
目的

国際
ター
ミナ
ル

江尻地区

日の出地区

折戸地区
貝島地区

三保地区

コンテナ貨物
の移転・集約

一般貨物
の移転集約

循環資源貨物
の移転集約
循環資源貨物
の移転集約
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RORO専用ターミナル
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岸壁（計画）
臨港道路（計画）
臨港道路（既設）
緑地・用地整備等（計画）
桟橋（計画）
岸壁（工事中）
緑地・用地整備等（工事中）

凡　例

新興津・興津地区

500m1km2km 100m 0

４ 主な計画内容
■次世代高規格コンテナターミナル・ＲＯＲＯターミナル整備

国際物流
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　新興津地区と袖師地区で分散して取扱っているコンテナ貨物を新興津地区に集約し、荷役機械の遠隔操作化などの革新技術を導入した次世代
高規格コンテナターミナルを形成する。
　また、袖師地区では、ＲＯＲＯ船貨物とコンテナ船貨物の混在利用を解消し、自動離着岸装置やスマートゲートなどの革新技術を導入した次
世代高規格ＲＯＲＯターミナルを形成する。

■賑わい・交流拠点の形成
　各地区（新興津地区、江尻地区、日の出地区、折戸地区、三保地区）で交流・賑わい
拠点を創出するとともに、連続性・安全性に配慮した人流動線の確保と拠点間のアクセ
ス向上を図る。
　また、「北東アジアクルーズの東日本における拠点化」と「スーパーヨットの拠点港
化」に向けた受入環境の充実を図る。

■大規模地震対策施設の強化
　大規模地震が発生した場合に備え、円滑な物資の緊急輸送及び
住民等の緊急避難を可能とするため、また、速やかに基幹的な物
流網の機能を回復するため、適切な位置に耐震強化岸壁を配置す
る。

耐震強化
岸壁

緊急物資
輸送用

物流機能
維持用

既設

興津11・12号  ：(-12)440ｍ
日の出新1・2号：(-12)480ｍ

興津13・14号：(-10)370ｍ
江尻11・12号：(-4.5)130ｍ

新興津3・4号：(-16)560ｍ
袖師7・8号　：(-12)480ｍ

興津1・2号　　：(-10)371ｍ
　　　　　　　 （廃止予定）

新興津1・2号：(-15)700ｍ

計画

耐震強化岸壁の整備計画

交流・賑わい拠点の整備と拠点間のアクセス向上

新興津地区
（海洋レクリエーションの拠点）

完成イメージ

開発イメージ

新興津コンテナターミナル

袖師コンテナターミナル
連
合
上
屋

RORO利
用

RORO専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル

（-16）
280m

（-16）
280m

高機能
ロジスティック施設

連絡道
路の整

備

計画 現況

※コンテナターミナルでは大型パルプ船も利用

新興津コンテナターミナル

静岡鉄道
新清水駅

JR清水駅

至西伊豆
（土肥港）

JR興津駅

【既設】日の出新1・2号
　　　      （-12）480m

【計画】新興津3・4号
　　　　(-16)560m

【計画】袖師7・8号
　　　(-12)480m

【既設】新興津1・2号
　　　　(-15)700m

【計画】
興津13・14号
(-10)370m

興津1・2号
(-10)371m
(既設廃止)

【既設】
興津11・12号
(-12)440m【計画】江尻11・12号

　　　　(-4.5)130m

耐震強化岸壁
（緊急物資輸送用）
耐震強化岸壁
（幹線貨物輸送用）

塚間地区
貝島地区

興津地区
折戸地区

三保地区

袖師地区

新興津地区

江尻地区

日の出地区

【折戸地区】
水面を活用したリゾート拠点

○三保海岸・三保松原
○スーパーヨット受入機能 等

【三保地区】
海洋レクリエーション拠点

○折戸湾を周遊できる縁道
○水域と一体となった背後地
　の民間開発
○スーパーヨット受入機能 等

○緑地・なぎさの再生
○海釣り公園 等

○国際旅客ターミナル
○エスパルスドリームプラザ
○清水マリンパーク等

【日の出地区】
クルーズ拠点

【新興津地区】
海洋レクリエーションの拠点

○みなとオアシス
○フェリーターミナル 等

【江尻地区】食の拠点

駿河湾フェリー航路
水上バス
太平洋沿岸自転車道
折戸周遊プロムナード

凡　例

スーパーヨットの寄港

緑道による周遊

ベイドリーム清水

回遊性の向上●
（水上散策・小型モビリティ）  

水上バスによる
港内賑わい拠点の連結

東海大学

清水海上技術
短期大学校

折戸新係留場
（公共）

折戸地区
（水面を活用したリゾート拠点）

水面の利活用と一体となった
背後地の民間開発

清水港要覧

自　然　状　況
1 地理上の位置

2 地　勢

2022

　清水港は北緯35°00’31”、東経138°29’47”(清水港管理局の位置)、本
州のほぼ中央、駿河湾の西岸に位置し、西方浜松市へ90㎞、東方沼津市へ
42㎞、名古屋、東京両港の中間にあります。

　清水地区附近は、赤石山脈の南部にあたる竜爪山を中心とする山地から
の流出土砂が堆積してできた堆積層からなっており、清水港を大きく被覆
しています。
　三保半島は、安倍川からの流出土砂や有度山々塊からの侵食により生じ
た土砂が、波や潮流によって運ばれ東方にできた砂嘴です。

3 風及び波浪

4 潮　流

5 港　域

　清水港における強風の最多風向は、S～WSW方向及びNE～ENE方向
で、港内の静穏度はNE～E方向の風の影響が大きく、これによっておこる
波は、波高３ｍ周期６sec程度で、それ程大きくありません。

　清水港内の潮流は、概ね港口において、上げ潮流は南西方向、下げ潮流
は北東方向に流れ、最大流速は大潮時、上げ秒速0.16ｍ、下げ秒速0.14ｍ
前後です。

さ　   し 関係法令

港 湾 法

港 則 法

水陸別

水　域

陸　域

区　　　　　　域 面積(ha)
清水灯台(N35°00’38”、 E138°31’50”)から八木間村（－）
三等三角点(244.37メートル)の方向に600.00メートルの点
まで引いた線、同点から2°59’07”に引いた線及び陸岸に囲
まれた海面並びに巴川千歳橋下流の河川水面

清水灯台(N35°00’38”、 E138°31’50”)から6°600メート
ルの地点から3°引いた線及び陸岸により囲まれた海面並び
に千歳橋下流の巴川水面

1,246

509

―

　また、発達した台風時の波高は、沖波SSE10.2ｍ周期18sec程度に及び
ますが、外港防波堤及び三保防波堤の築造により港内はすべて1.2m以下
の波高におさえられています。

静岡県
（港湾管理者） 交通基盤部

清水港の管理機構

港湾局 清水港管理局

（054-353-2201）

（054-353-2203、2205、2206）

（054-353-2202）

（054-353-2208）

庶務、会計事務、建設工事の入札・契約等

港湾施設の使用料の賦課徴収、入港船舶の船席指定、
入港料・係留料の賦課徴収等

港湾施設（道路、旅客施設、用地）の管理等、保安対策等

港湾振興、広報宣伝、港湾統計、港湾計画、工事の検査、
港湾施設・海岸施設及び荷役機械の整備等

（令和3年4月1日現在）

臨港地区

12 曳船 14 その他の港湾施設等

13 給水設備

新興津埠頭

興津第二埠頭

袖師第一埠頭

船 名
種 類 名 　 　 称

種　　　　　類 所 在 地

所 在 地 数 量 能 力 ・ 構 造

種 別 設 置 場 所 経 営 者 1時間当たり
最大能力(t/h)

数量
（箇所）

構 造 総トン数（G/T） 運航者
機　　　関

種　類 公称軸馬力
富嶽丸
天城丸
宝永丸
興津丸
みほ丸
やまと

給水栓
給水栓
給水栓
給水栓
給水栓
給水栓
給水栓
給水栓
給水栓
給水栓
給水栓
給水栓
給水栓
給水栓

総面積
コンテナ蔵置能力
岸壁
メンテナンスショップ
管理棟
ゲート

特高受変電所
受変電室
荷役倉庫
冷凍電源設備
船舶給水施設
照明設備
荷役機械

総面積
コンテナ蔵置能力
岸壁
メンテナンスショップ

タンクコンテナ洗浄施設
ゲート
くん蒸庫
検査場
冷凍電源設備
船舶給水施設
照明設備
荷役機械

278,591㎡
グランドスロット　5,013TEU
２バース　350ｍ×２　水深－15.0ｍ
1,059㎡（荷役機械用）
鉄骨造４階建　3,102.14㎡
・メインゲート10レーン
（40tコンテナスケール1台、入港船受付ブース1か所、袖師と共用）
・アウトゲート5レーン
鉄筋コンクリート平屋建　240㎡
鉄骨平屋建　182.39㎡
鉄骨平屋建　272.48㎡
440V/30A  288口
11箇所
夜間照明設備　７基
・コンテナクレーン6基

157,258㎡
グランドスロット　1,656TEU
３バース　720ｍ　水深－12.0ｍ
２棟
・No.1　1,072㎡（荷役機械用）
・No.2　1,284㎡（コンテナ修理用）
５レーン（洗浄3レーン　整備２レーン）
８レーン附属施設（40tトラックスケール1台）
鉄骨平屋建　900㎡(コンテナくん蒸専用)
鉄骨平屋建　654㎡(輸入農産物検査用)
440V/30A  239口　冷凍コンテナ車上クーリングエリア10レーン
15箇所
夜間照明設備　７基
・コンテナクレーン３基

新興津埠頭
興津第１埠頭
興津第２埠頭
袖師第１埠頭
袖師第２埠頭
江尻埠頭
日の出埠頭
巴川左岸第１物揚場
富士見埠頭
日本軽金属岸壁
J-オイルミルズドルフィン
ENEOS2～4号桟橋
ENEOS 6・8・10号桟橋
埋立護岸A

清水ポートサービス（株）
清水ポートサービス（株）
清水ポートサービス（株）
清水ポートサービス（株）
鈴与（株）
（社）清水漁港振興会
清水ポートサービス（株）
清水ポートサービス（株）
清水埠頭（株）
日本軽金属（株）
（株）J-オイルミルズ
ENEOS（株）（ハヤシ海運（株））
ENEOS（株）（ハヤシ海運（株））
日本軽金属（株）

11
15
33
33
7
28
11
3
12
5
4
2
3
2

各70
各30
各30
各50
各35
各20
各30
各30
各40
各40
各30
各13
各25
各10

鋼船
鋼船
鋼船
鋼船
鋼船
鋼船

198.00
193.00
190.00
193.00
195.00
181.00

ディーゼル
ディーゼル
ディーゼル
ディーゼル
ディーゼル
ディーゼル

3,800
3,600
3,600
3,600
3,600
3,600

清水埠頭（株）
清水埠頭（株）
清水埠頭（株）
春海曳船（株）
東海曳船（株）
春海曳船（株）

廃油処理施設

港務通信施設

駐車場

遊歩道
緑地

待合所

その他
港湾管理施設
物流センター

清水港湾労働者福祉センター
清水港湾福利厚生協会興津センター
江尻埠頭津波一時避難施設

横砂字御林脇408－13
興津清見寺町1375-20
袖師町1974-３

清水港廃油処理場

清水船舶情報センター
（清水港務用海岸局）
立て掛け式駐車場
江尻駐車場
日の出埠頭駐車場
日の出駐車場（マリンパーキング）
富士見駐車場
遊歩道
日の出緑地
日の出埠頭緑地
新興津緑地

折戸潮彩公園
客船ターミナル

船員船客待合所
日の出旅客待合所
清水国際クルーズターミナル
港湾関連団体用業務室

清水港梱包物流センター
　倉庫棟
　梱包工場
新興津国際物流センター

袖師町

興津清見寺町

横砂
島崎町
日の出町
港町
清開
港町
港町
日の出町
興津本町
興津清見寺町
折戸
日の出町

日の出町
日の出町
日の出町
日の出町

興津清見寺町

興津清見寺町

岸壁
D＝－4.5ｍ　Ｌ＝70ｍ
鉄筋コンクリート2階建
しみずポートラジオ超短波50Ｗ
コンテナシャーシ162台
77台
49台
560台（内バス4台）
102台

シンボル緑地
休憩緑地
緩衝緑地

リクリエーション緑地
鉄骨鉄筋コンクリート
収容人員300人

鉄筋コンクリート
(2階250㎡、3階60３㎡）
天井クレーン最大30＋10t
フォークリフト最大20t

鉄骨造2階建

1式

135.6㎡

5,322㎡
2,237㎡
1,532㎡
17,219㎡
3,392㎡
276ｍ

25,700㎡
2,632㎡
36,663㎡

10,782㎡
600㎡

84㎡
2,106㎡
2,013㎡
853㎡

4,442㎡
2,096㎡
74,000㎡

（注）所在地は全て静岡市清水区

15 港湾厚生施設 （注）所在地は全て静岡市清水区

（注）所在地は全て静岡市清水区

コンテナターミナルの概要

浜松内陸コンテナ基地（インランド・デポ）

・トランスファークレーン15基（タイヤ式橋型）（定格荷重40.6t）
・コンテナフォークリフト6台

吊上荷重
定格荷重
アウト・リーチ
バック・リーチ
全揚程
対応船舶

57.3t
40.6t
51.5ｍ
15.0ｍ
51.5ｍ

オンデッキ6段積・18列

59.7t
40.6t
51.5ｍ
15.0ｍ
51.5ｍ

オンデッキ6段積・18列

78.4t
61.0t
65.0ｍ
15.0ｍ
65.0ｍ

オンデッキ6-8段積・23列

吊上荷重
定格荷重
アウト・リーチ
バック・リーチ
全揚程
対応船舶

52.2t
30.5t
46.0ｍ
12.0ｍ
50.0ｍ

オンデッキ5段積・16列

48.6t
30.5t
37.2ｍ
12.0ｍ
36.3ｍ

オンデッキ４段積・13列

50.0t
30.5t
46.0ｍ
12.0ｍ
50.0ｍ

オンデッキ5段積・16列

総面積
コンテナ蔵置能力
船舶給水施設
照明設備
荷役機械

66,042㎡
グランドスロット　1,201TEU
８箇所
夜間照明設備　6基
コンテナフォークリフト２台

用地面積
コンテナフレートステーション
管理棟
くん蒸棟

32,921㎡（指定保税地域）
軽量鉄骨鋼板平屋建11,133㎡（1号棟9,306㎡、2号棟1,827㎡）
軽量鉄骨平屋建566㎡
鉄筋コンクリート平屋建70㎡

3埠頭で共用

トラック・チェック・ブース
コンテナ・ヤード(CY)
関連施設

軽量鉄骨鋼板平屋建12㎡
重舗装(一部軽舗装)11,880㎡
トラック・スケール　1台
冷凍コンセント　６口

港 湾 施 設

　港則法による港界線から富士見埠頭まで、中田川右岸突端から90°60ｍの地点（以
下「A地点」という。）から2°2,180ｍの地点まで引いた線、同地点から52°680ｍの地
点まで引いた線及び同地点から77°に港界線まで引いた線とA地点から90°200ｍの
地点から２°1,960ｍの地点まで引いた線、同地点から52°610ｍの地点まで引いた線
及び同地点から77°に港界線まで引いた線との間の水面

種　別

名　称

区分
名　称

種別

名　　称
袖師臨港道路
その他港内道路

合計

延　　長(m) 幅　　員(m)

係船の目的名　　称

管理者

防波堤(ｍ) 防潮堤(ｍ) 護岸(ｍ) 堤防(ｍ) 胸壁(ｍ)

所在場所 面積(㎡) 水深(ｍ)

面積(㎡)

5,830,603
528,500
6,359,103

静岡県
静岡県
静岡県

浮標
浮標
浮標

1基
1基
1基

静岡県
静岡県
(株)三保造船所

一般船(待機)
一般船(待機)
修理船

新興津1～２号岸壁
興津１～３号岸壁
興津４～５号岸壁
興津６～９号岸壁
興津10号岸壁
興津11～12号岸壁
興津13～14号岸壁
袖師１～４号岸壁
袖師５号岸壁
袖師６～８号岸壁
袖師９～10号岸壁
袖師11号岸壁
袖師12～15号岸壁
袖師16号岸壁
袖師17号岸壁
袖師18号岸壁
江尻１～５号岸壁
江尻６～７号岸壁
江尻８～12号岸壁
江尻13～16号岸壁
江尻17～18号岸壁
清水１～５号岸壁
日の出１号岸壁
日の出２～３号岸壁
日の出４～５号岸壁
巴川左岸岸壁
富士見１～2号岸壁
富士見３号岸壁
富士見４～５号岸壁
富士見６～７号岸壁
　　　　―
塚間岸壁
　　　　―
　　　　―

　　　 ―
　　　 ―
ENEOSシーバースNo.1
ENEOS第2号桟橋
ENEOS第3号桟橋
ENEOS第4号桟橋
ENEOS第6号桟橋
ENEOS第８号桟橋
ENEOS第10号桟橋
鈴与1号桟橋
鈴与２号桟橋
Ｊ-オイルミルズドルフィン
　　　 ―
静岡市岸壁
　　　 ―
JFEエンジニアリング６号岸壁
JFEエンジニアリング７号岸壁
JFEエンジニアリング８号岸壁
アイ・テック１号岸壁
アイ・テック2号岸壁
アイ・テック3号岸壁
アイ・テック4号岸壁
カナサシ1号岸壁
カナサシ２号岸壁
カナサシ３号岸壁
中山三星建材岸壁B岸
中山三星建材物揚場C岸
中部電力岸壁
日本軽金属岸壁
日本軽金属片桟橋
三保造船西桟橋
三保造船東桟橋
清港ドック桟橋
専用岸壁 計

　　  ―
　　  ―
ENEOS(株)清水油槽所
ENEOS(株)清水油槽所
ENEOS(株)清水油槽所
ENEOS(株)清水油槽所
ENEOS(株)清水油槽所
ENEOS(株)清水油槽所
ENEOS(株)清水油槽所
鈴与(株)
鈴与(株)
(株)Ｊ-オイルミルズ
　　  ―
静岡市
　　  ―
JFEエンジニアリング(株)
JFEエンジニアリング(株)
JFEエンジニアリング(株)
(株)アイ・テック
(株)アイ・テック
(株)アイ・テック
(株)アイ・テック
(株)カナサシ重工
(株)カナサシ重工
(株)カナサシ重工
（株）中山製鋼所
（株）中山製鋼所
中部電力(株)
日本軽金属(株)
日本軽金属(株)
(株)三保造船所
(株)三保造船所
(株)清港ドック

―     
―     
－22.0
－4.8
－5.1
－4.7
－5.3
－7.8
－8.1
－5.0
－3.0
－11.0
―     

－6.1～－7.3
―     
－5.5
－5.5
－5.5
－5.5
－7.5
－6.0
－6.5
－5.0
－5.5
－4.5
－5.0
－4.0

－5.9～－7.1
－11.0
－9.0

－4.6～－5.2
－4.2～－5.0
－7.0

―　
―　
480
20
100
100
85
90
90
27

240
―　
266
―　
25
18
153
68
200
100
204
155
200
116
41
112
99
276
89
227
50
20

3,611

―   　
―   　

250,000
2,500
2,500
1,500
2,500
5,000
5,000
1,000

40,000
―   　
3,000
―   　
1,000

3,000(G/T)
9,000(G/T)
1,000
5,000
2,000
3,000

18,000(G/T)
22,000(G/T)
10,000(G/T)

1,500
1,000
3,000
50,000
3,000

8,000(G/T)
4,000(G/T)
500(G/T)

　  ―
　  ―
石油製品
石油製品
石油製品
石油製品
石油製品
石油製品
石油製品
化学薬品
化学薬品
米、雑穀、豆
　  ―
セメント
　  ―
鉄鋼
　  ―
　  ―
鉄鋼
鉄鋼
鉄鋼
鉄鋼
新造船、修理船
新造船、修理船
新造船、修理船
鉄鋼
鉄鋼
　  ―
化学薬品
化学薬品
新造船、修理船
新造船、艤装船
　  ―

―
―
1
1
1
1
1
1
1
1

1
―
2
―
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
２
１
６
34

－15.0
－10.0
－5.5
－10.0
－7.5
－12.0
－10.0
－4.5
－7.5
－12.0
－9.0
－12.0
－7.5

－10.0～－12.0
－9.0
－7.5
－6.5
－4.5
－4.5
－4.5
－6.5
－4.5
－4.5
－7.5
－12.0
－4.5
－5.5
－7.5
－12.0
－9.0

―     　
－5.0

―     　
―     　

700
556
181
740
168
440
370
240
135
720
350
240
520
330
165
72
497
149
340
262
185
323
80
260
480
100
113
140
480
329
―  
71
―  
―  

2
3
2
4
1
2
2
4
1
3
2
1
4
1
1
1
5
2
5
4
2
5
1
2
2
1
2
1
2
2
―
1
―
―

60,000
15,000
2,000
15,000
5,000
30,000
15,000
700
5,000
30,000
10,000
30,000
5,000
30,000
10,000
1,000
3,000
700
700
700
3,000
700
700
5,000
30,000
1,000
700
5,000
30,000
10,000
― 　
1,000
― 　
― 　

コンテナ
水産品
鋼材
水産品
水産品
紙パルプ
合板
再利用資源
　　    ―
コンテナ、シャーシ
水産品
石炭製品、木材
鋼材
再利用資源
石油製品
ＬＰＧ
水産品
　　    ―
重油
　　    ―
水産品
飼肥料
水産品
紙パルプ
客船、フェリー、紙パルプ
　　    ―
飼肥料
セメント
木材チップ、セメント、穀類
飼肥料
　　    ―
鋼材
　　    ―
　　    ―

10,000(D/W)
20,000(D/W)
５,000(G/T)

２
２
１

興津清見寺町
横砂
三保

13,100
10,300
17,300
40,700

4,978.39
30.00

5,107.39

354.00
210.00
564.00

18,203.59
3,022.00
21,225.59

1,632.20
―     

1,632.20

2,884.97
―     

2,884.97

－1.5 ～－3.5
－1.5 ～－3.5
－0.8 ～－2.5

378,923
―       
378,923

5,451,680
528,500
5,980,180

水深－7.5 ～－9.0 水深 －9.0以上
内　　　　　訳(㎡)

名　　　　称

名　　称 管　理　者

主要
取扱貨物

主要
取扱貨物

水深(ｍ)

水深(ｍ)

係船能力
(D/W)

延長
(ｍ)

係船能力
(D/W)

延長
(ｍ)

バース
数

バース
数

被　覆　水　域

1 航　　　　路

4 大型船係留施設

2 泊　　　地

3 外かく施設

5 係船浮標

6 臨港交通施設

(1) 泊　　地

(1) 公共岸壁(管理者：静岡県)

(2) 専用岸壁

(2) 船だまり

被覆内
被覆外
計

(注)被覆内、外は外交防波堤により区分。

※新興津１・２号、興津11・12・13・14号、日の出４・５号岸壁は耐震強化岸壁

興 津 船 だ ま り
袖師第1船溜まり
三 保 船 だ ま り

計

静 岡 県
民 間

計

１ 号 ブ イ
２ 号 ブ イ
三保造船浮標

数量 係船数
船　　級 船数管　理　者

4,290.80
23,038.06
27,328.86

13.0～20.0
４.0～24.0
４.0～24.0

新興津

地区名

興　津

袖　師

江　尻

日の出

富士見

折　戸
塚　間
貝　島
三　保

9,736 71公共岸壁   計

地区名

新興津
興　津

江　尻
日の出
富士見
折　戸

塚　間

袖　師

貝　島

三　保

公共・専用岸壁 計 13,347 105

8 荷役機械

公
　
　
共
　
　
岸
　
　
壁

専
用
岸
壁

設 置 場 所 管　理　者 荷 役 機 械 名 型　　　　式 主たる用途定格荷重及び1時間当たり公称能力数量
新興津埠頭
新興津埠頭

新興津埠頭
袖師第1埠頭
袖師第1埠頭
袖師第1埠頭
袖師第1埠頭
清水岸壁
富士見埠頭
富士見埠頭
富士見埠頭
富士見埠頭
富士見埠頭
富士見埠頭
富士見埠頭
塚間岸壁
静岡市岸壁
J-オイルミルズドルフィン
J-オイルミルズドルフィン
日本軽金属岸壁

静岡県
静岡県

鈴与(株)
静岡県
静岡県
静岡県
鈴与(株)
鈴与(株)
静岡県
静岡県
静岡県
静岡県
静岡県
清水埠頭(株)
清水埠頭(株)
三星海運(株)
太平洋セメント(株)
(株)J-オイルミルズ
(株)J-オイルミルズ
日本軽金属(株)

5
1

15
1
1
1
7
1
2
2
2
1
3
1
1
1
2
1
1
2

ロープトロリ式
ロープトロリ式

タイヤ式
セミロープトロリ式
ロープトロリ式
ロープトロリ式
タイヤ式
旋回式
水平引込式
ベルト式
空気吸入式
機械式
チェーン式・ベルト式
本船圧送式
本船圧送式
高脚・水平引込式
本船圧送式
空気吸上式
機械式
ロープトロリ式

コンテナ
コンテナ

コンテナ
コンテナ
コンテナ
コンテナ
コンテナ
ミール
ウッドチップ
ウッドチップ
穀物
穀物
穀物
セメント
セメント
鋼材・鋼塊・屑鉄
セメント
穀物
穀物
水酸化アルミニウム

コンテナ定格荷重：40.6t(重量物：50.0t)
コンテナ定格荷重：シングル40.6t(重量物：69.1t)
　　　　　　　　　ツイン61.0t
コンテナ定格荷重：40.6t
コンテナ定格荷重：30.5t(重量物：41.5t)
コンテナ定格荷重：30.5t(重量物：45.0t)
コンテナ定格荷重：30.5t(重量物：45.0t)
コンテナ定格荷重：40.6t
公称能力150t/h
公称能力400t/h
公称能力360～500t/h
公称能力300t/h
公称能力600t/h
公称能力360～600t/h
公称能力400～600t/h
公称能力450t/h
定格荷重：18t
公称能力400t/h
公称能力300～400t/h
公称能力400～500t/h
公称能力500t/h

コンテナクレーン新興津１～5号
コンテナクレーン新興津６号

トランスファークレーン
コンテナクレーン袖師１号
コンテナクレーン袖師３号
コンテナクレーン袖師５号
トランスファークレーン
コンベアー
アンローダー
コンベアー
ニューマチックアンローダー　
機械式連続アンローダー
コンベアー
セメント揚機
セメント揚機
ジブクレーン
セメント揚機
ニューマチックアンローダー　
機械式アンローダー
アンローダー

9 公共上屋

10 公共荷さばき地 （注）所在地は全て静岡市清水区

(注)実効光度とは、人間の光の感じ方等を考慮した灯火の明るさ（強さ）である。

11 公共野積場 （注）所在地は全て静岡市清水区

所在埠頭名

所在埠頭名/名称 所 在 埠 頭 名 / 名 称 所 在 地 面積(㎡) 構造 対　象　物所 在 地 面積(㎡) 構　造 対　象　物

小　　　計 小　　　計

管理者 名　　称(等級) 棟数 総床有効面積(㎡) 構　　　　造
興津第１埠頭
興津第１埠頭
興津第１埠頭
興津第２埠頭
興津第２埠頭
興津第２埠頭
興津第２埠頭
日の出埠頭
日の出埠頭
富士見埠頭
　　合　計

静岡県
静岡県
静岡県
静岡県
静岡県
静岡県
静岡県
静岡県
静岡県
静岡県

興津第1、興津第2／荷さばき地6-9号

袖師第１／荷さばき地1、2、5号
清水／荷さばき地
富士見／荷さばき地1-4号
江尻/荷さばき地1-2号

新興津／荷さばき地１号
新興津／荷さばき地２号
新興津／荷さばき地３号
袖師第１／荷さばき地３号
袖師第１／荷さばき地４号

小　　　計
合　　　計

興津第1、興津第2
／野積場1-４号、7-11号
袖師第１／野積場2-9号
富士見野積場
折戸野積場
新興津野積場2号

興津第１／野積場６号
袖師第１／野積場１号

興津清見寺町

横砂
清開
折戸
興津清見寺町

興津清見寺町
横砂

53,607

116,842
503
7,881
16,049
194,882
1,908
8,658
10,566
205,448

一般舗装

一般舗装
一般舗装
一般舗装
特殊舗装

未舗装
未舗装

雑貨、コンテナ、機械

コンテナ、材木、シャーシ
雑貨
木材
コンテナ

コンテナ等
砂利

興津清見寺町

横砂
新港町
清開
袖師町字飛島

興津清見寺町
興津清見寺町
興津清見寺町
横砂
横砂

一般舗装

一般舗装
一般舗装
一般舗装
一般舗装

特殊舗装
特殊舗装
特殊舗装
特殊舗装
特殊舗装

コンテナ、資機材、
合板、松脂
鋼材、木材、スクラップ、砂利

スクラップ等
冷凍魚

コンテナ
コンテナ
コンテナ
コンテナ
コンテナ、シャーシ

4,358

13,568
2,100
5,164
7,980
33,170
73,523
1,124
64,748
11,200
64,667
215,262
248,432

鉄筋コンクリート平屋建
鉄筋コンクリート平屋建
鉄筋コンクリート平屋建
鉄筋コンクリート2階建、2階4,643㎡は鈴与(株)所有
鉄筋コンクリート2階建、2階4,643㎡は清水港共同倉庫事業(協)所有
鉄筋コンクリート2階建、2階は鈴与(株)、新興港運(株)所有
鉄骨造2階建
鉄骨鉄筋コンクリート2階建
鉄骨鉄筋コンクリート2階建
鉄筋コンクリート平屋建

5,354.5
5,354.5
2,088.0
4,643.4
4,643.4
4,799.3
6,509.0
9,716.5
9,569.7
4,248.0
56,926.3

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
10

小　　　計
合　　　計

清 水 灯 台 21.00

7 航路標識
（1） 灯　　　台 （２） 導灯・施設灯

名　　称 管理者 位　置 灯　質
灯火までの高さ(m)
平均
水面上

光達
距離
(海里)

塗色及び
構造

光達
距離
(海里)

塗色及び
構造

光度
（カンデラ）

管理者 位　置 灯　質 光度
（カンデラ）基礎上

灯火までの高さ(m)
平均
水面上 基礎上

清水港
江尻船だまり
北防波堤灯台
清水港外港防波堤
南灯台

清水
海上保安部

清水
海上保安部

清水
海上保安部
清水
海上保安部
清水
海上保安部

清水
海上保安部
清水
海上保安部

清水港三保防波堤
北灯台
清水港外港防波堤
北灯台

N35°00’38.1”
E138°31’49.5”

実効光度
50,000
実効光度

76

実効光度
390

実効光度
390

110

群せん白光
毎20秒に２せん光
単せん赤光
毎3秒に1せん光

群せん赤光
毎13秒に3せん光
群せん緑光
毎13秒に3せん光
等明暗緑光
明4秒暗４秒

白色塔形
コンクリート造
赤色塔形
FRP造

赤色塔形
コンクリート造
白色塔形
コンクリート造
白色塔形
コンクリート造

N35°01’02.4”
E138°29’49.8”

N35°01’40.2”
E138°31’10.3”
N35°01’25.8”
E138°31’28.3”
N35°02’32.3”
E138°31’46.9”

8.61

18.02

18.10

17.90

15.60

5.35

13.87

14.98

10.20

14.0

4.5

7.5

7.5

5.5

ENEOS(株)
清水油槽所

不動緑光

不動緑光

赤色三角形
頭標付白色
やぐら形鉄造

鉄造

23.01

28.62

20.90

25.90

10.0

10.0

10.0
副灯
6.5

30.0
副灯①
8.5

副灯②
8.6

海底の
基礎か
ら52.0

1,400

1,400

N35°01’25.5”
E138°29’56.6”
副灯①(本灯の北
北東方約250ｍ)
副灯②(本灯の南
南西方約240ｍ)

N34°59’39.3”
E138°29’56.0”
N34°59’36.5”
E138°29’55.9”

モールス符号
白光毎14秒にU
(・・－)
本灯及び副灯2個
は同期している

実効光度
1,500
副灯

実効光度
270

一
級

特
級

一
　
級

二
級

名　　称

清水港導灯
（前灯）
清水港導灯
（後灯）

清水港ENEOS
シ―バース灯

総 務 課

企 画 整 備 課

管 理 課

港 営 課

〇交流・賑わい拠点の創出

1号機(休止中)
(JFEプラントエンジ)

３号機
(JFEプラントエンジ)

５号機
(JFEエンジニアリング)1～3号機

(三菱重工)
4・5号機
(三井造船)

6号機
(JFEエンジニアリング)

号機
製造会社

仕様

号機
製造会社

仕様

折戸
防波
堤

〇交流・賑わい拠点の創出
〇耐震強化岸壁の適正な配置

●マリーナ機能の拡充
折戸潮彩公園

静岡県清水港管理局

SHIMIZU PORT AUTHORITY

〒424-0922
静岡県静岡市清水区日の出町9-25

TEL 054-353-2203　FAX 054-354-0380

物流
産業

交流
生活
環境

防災・
危機管理
等

●スーパーヨット
　の受入

●太平洋岸自転車道との結節

興津２号上屋(4)
興津３号上屋(4)
興津４号上屋(4)
興津６号上屋(4)
興津７号上屋(4)
興津８号上屋(4)
興津13号上屋(3)
日の出新１号上屋(2、くん蒸)
日の出新２号上屋(2)
富士見７号上屋(4)

清
水
港
港
湾
管
理
者

みなとオアシス
（清水魚市場）

富士山羽衣
マリーナ（民間）

位　置　図
LOCATION

富士山

御殿場市

裾野市

富士宮市

沼津市

土肥港
Port of Toi 清水港

Port of Shimizu

Izu-Jukan Expressw
ay

Chubu Odan Expressw
ay

神奈川県

三島市

東海道本線
新東名高速道路

Shin-Tome Expressway

富士市

熱海市

伊藤市

下田市

石廊崎

下田港

焼津市

東海道新幹線

藤枝市

島田市 掛川市

浜松市

愛知県

長野県山梨県

磐田市

袋井市
湖西市

駿河湾

遠州灘

Suruga Bay

Enshunada CoastCape OmaezakiCape Irouzaki

Mount Fuji Shizuoka Airport
Tome Expressway
東名高速道路

富士山静岡空港

御前崎

静岡市

日本平

清水

三保松原

静
岡
県

三
遠
南
信
自
動
車
道

Sanen Nanshin Expressw
ay

中
部
横
断
自
動
車
道

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

414

135

136

257

362

1150

152

473

473

362

52

138

139

469

1

414

NNE
N

NE

ENE

E

ESE

SE

SSE

S
SSW

SW
W
SW

W

W
NW NW NNW

潮　位　図Tide Level

H.H.W.L（既往最高潮位： R1.10.12）

L.W.L（朔望平均干潮面）
C.D.L（基本水準面）

観測期間：昭和62年1月～令和元年10月
観測場所：静岡市清水三保

L.L.W.L（既往最低潮位S26.5.22）

＋2.48

＋0.95
＋0.78

＋0.04

－0.77

±0.000

＋1.64H.W.L（朔望平均満潮面）

M.S.L（平均潮位）
T.P（東京湾平均海面）

観測期間：2014年1月～2019年12月
観測場所：静岡市清水区日の出町（国土交通省中部地方整備局清水港湾事務所）

風速10m/s以上の風向頻度（%）
全風向頻度（%）

10%
20%

30%
40%

風　向　図

CALM
0.3%

凡　　例

航路・泊地

公共岸壁

公共耐震強化岸壁
（緊急物資輸送用）

公共耐震強化岸壁
（幹線貨物輸送用）

公共物揚場

公共船揚場

専用岸壁

ドルフィン

シーバース

係船浮標

小型桟橋

魚釣桟橋

海浜

埠頭用地

臨港道路

緑地

その他の用地

施設撤去

物資補給岸壁

効率的な流通業務を特に促進する区域

開発空間の留保

景観形成重点ゾーン

次世代型エネルギーの推進ゾーン

陸上アクセス（将来構想）

（計　　画）

（今回計画）
（既定計画）
（既　　設）

（今回計画）
（既定計画）
（既　　設）

（今回計画）
（既定計画）
（既　　設）

（今回計画）
（既定計画）
（既　　設）

（今回計画）
（既定計画）
（既　　設）

（既　　設）

（既定計画）
（既　　設）

（既　　設）

（既　　設）

（既　　設）

（既　　設）

（今回計画）
（既　　設）

（今回計画）
（既　　設）

（今回計画）
（既　　設）

（既　　設）

（今回計画）
（既定計画）
（既　　設）
（今回計画）
（既定計画）
（既　　設）

（既　　設）

外郭施設（既　　設）


